
委
員
会
が
公
表
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
拡
散
試
算
図

協
会
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば

れ
て
い
る
。
風
向
き
や
降
水
量

Ｅ

洸

ク

θ

遡

菓

言

口

釧

痴

れ

汚

用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

口

θ

ｌ

音

一「

渉

２

１

「

れ

ほ
か
に
気
象
庁
の
予
測
が
あ
る

が

、

同

庁

は

「
Ｓ

Ｐ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｉ

新
た
な
燃
料
損
傷
が
あ
れ
ば
，

計
画
通
り
の
収
束
が
困
難
に
な

２
オ
Ｚ
ど
ｔ
「
セ
そ

一
方
、
経
済
産
業
省
原
子
力

安
全

・
保
安
院
は
１８
日
、
４
暑

デジタルグローブ社が 3月 18日に撮影 した福
島第 1原 発の衛星写真。中央右から 1号 機、2
号機、3号 機、4号 機 (ロイタニ=共 同)

下
請
け
作
業
員
で
あ
る
。

こ
の
事
情
は
半
導
体
で

も
似
て
い
る
。
工
場
に
は

数
百
台
の
製
造
装
置
が
あ

り
、
半
導
体
チ

ッ
プ
の
製

造
フ
ロ
ー
は
５
０
０
工
程

以
上
に
な
る
。
こ
れ
を
支

え
て
い
る
の
は
数
十
社
に

も
上
る
製
造
装
置
メ
ー
カ

ー
や
材
料
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
半
導
体
の
設
計
、
開

発
、
製
造
の
全
貌
を
理
解

し
て
い
る
者
は
皆
無
で
あ

る
。
ひ
と
た
び
工
場
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
れ
ば
、
装

置

・
材
料
メ
ー
カ
ー
の
支

援
な
し
に
解
決
は
困
難
で

あ
る
。

・
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ

ー
は
、
装
置

・
材
料
メ
ー

カ
ー
を
ス
レ
イ
ブ
し
て
き

た
傾
向
が
あ
る
。
今
回
の

原
発
事
故
を
他
山
の
石
と

し
、
装
置

・
材
料
メ
ー
カ

ー
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
Ｌ

と
心
得
よ
。
で
な
い
と
、

イ
ザ
と
い
う
場
合
、
見
捨

て
ら
れ
ま
す
よ
。

（半
導

体

技

術

者

ｏ
社
会

科

学

者
）

装
置
・材
料
メ
ー
カ
ー
と
対
等
に

原
発
と
半
導
体
に
共
通
点

私
は
、
何
を
隠
そ
う
原

子
核

工
学

の
出
身

で
あ

る

。
修

士

課

程

の
２
年

間
、
大
阪
の
熊
取
町
に
あ

る
京
大
原
子
炉
実
験
所
で

研
究
を
行

っ
た
。
ち

ょ
う

ど
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原

発
事

故

が
起

き

た
こ

ろ

だ
。
卒
業
後
、
日
立
に
就

職
、
半
導
体
に
転
身
し
て

２５
年
も
た

っ
て
し
ま

っ
た

た
め
、
原
子
炉
物
理
学
は

き
れ
い
サ

ッ
パ
リ
忘
れ
去

っ
て
し

ま

っ
た
。

し
か

し
、
少
な
く
と
も

原
子
炉
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
そ

こ
で
行
わ
れ
る
作

業
が
ど
の
く
ら
い

危
険
な
も
の
か
は

理
解
し
て
い
る
。

今
、
福
島
第
１

原
発
の
極
め
て
過

酷

な

環

境

の

下

で
、
数
百
人
の
作

業
者
が
事
故
対
策

に

当

た

っ
て

い

る
。
作
業
者
の
食

事

は

１

日

２

回

（
ビ
ス
ケ

ッ
ト
と

α
米
だ
け
）
、
夜

は
毛
布
１
枚
で
雑

魚
寝
、
放
射
線
の

被
ば
く
量
を
測
定

す
る
線
量
計
は
グ
ル
ー
プ

で
１
～
２
個
し
か
な
か

っ

た
と
い
う
。

福
島
原
発
が
ど
う
収
東

で
き
る
か
、
半
径
３０
計
の

避
難
民
は
ど
う
な
る
か
、

首
都
圏
を
含
む
近
隣
地
域

は
ど
う
な
る
か
、
果
て
は

日
本
の
未
来
は
ど
う
な
る

か
、
そ
の
命
運
は
上
記
作

業
員
の
双
肩
に
か
か

っ
て

い
る
。
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
劣
悪
な
処

遇
は

一
体
ど
う
し
た
こ
と

な
の
か
。
こ
れ
で
は
ま
る

で
、
補
給
路
を
断
た
れ
た

兵
士
で
は
な
い
か
。
片
道

燃
料
だ
け
積
ん
で
飛
び
立

つ
神
風
特
攻
隊
を
髪
発
す

る
。も
は
や
事
態
が
長
期
化

す
る
こ
と
が
確
実
と
な

っ

た
。
作
業
者
の
安
全
を
確

保
し
、
能
力
を
十
三
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
早

急
に
後
方
支
援
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
よ

り
、
十
分
な
食
料
と
水
の

継

続
的

な

補
給

だ

。

ま

た
、
専
門
の
食
事
係
と
医

療
班
を
常
設
す
べ
き
だ
。

さ
ら
に
、
就
寝
用
に
マ
ッ

ト
、
枕
、
布
団
を
準
備
し

て
も
ら
い
た
い
。
場
合
に

よ

っ
て
は
、
放
射
線
遮
蔽

し
た
仮
設
住
宅
の
設
置
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
簡

単
な
こ
と
が
、
東
京
電
力

は
瞬
時
に
対
応
で
き
な
い

の
か
。
こ
の
問
題
を
原
発

と
半
導
体
工
場
と
比
較
す

る
こ
と
か
ら
考
え
て
み
た

（表
１
）
。
半
導
体
の
常

識
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

悠
長
な
対
応
は
考
え
ら
れ

な
い
か
ら
だ
。

ま
ず
、
技
術
や
設
備
の

進
歩
の
速
度
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
も

っ
と
も
古

い
福
島
原
発
の
１
号
機
は

既
に
４０
年
以
上
稼
働
し
て

い
る
。

一
方
、
半
導
体
で

は
、
３
年
に

一
度
、
技
術

や
設
備
が

一
新
さ
れ
る
。

ま
た
、
価
格
競
争
の
点

で
は
、
電
力
会
社
は
ま

っ

た
く
無
風
地
帯
に
い
る
。

一
方
、
半
導
体
は
、
韓
国

や
台
湾
を
は
じ
め
世
界
中

の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
と
激

し
い
価
格
競
争
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
原
発
は
国
策

の
下
で
事
業
が
推
進
さ
れ

る
。
従

っ
て
、
東
京
電
力

は
株
式
会
社
と
は
な

っ
て

い
る
も
の
の
、
半
宮
半
民

の
性
格
を
持

っ
て
お
り
決

し

て
倒

産

し

な

い
。

一

方
、
半
導
体
は
、
基
本
的

に
国
策

と

は
関

係

が

な

い
。
せ
い
ぜ
い
、
国
家
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
作
ら
れ
る

程
度
で
あ
る
。

技
術
や
設
備
の
進
歩
が

遅
く
、
価
格
競
争
と
は
無

縁
で
あ
り
、
半
富
半
民
の

親
方
日
の
丸
体
質
。
東
京

電
力
は
、
こ
の
よ
う
な
ぬ

る
ま
湯
に
浸
り
き

っ
て
ゆ

で
上
が

っ
て
し
ま

っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
事

故
対
応
の
不
手
際
の
原
因

で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
原
発
と
半
導

体
に
は
共
通
点
も
あ
る
。

原
発
の
シ
ス
テ
ム
は
巨
大

で
複
雑
で
あ
る
。
東
京
電

力
を
頂
点
と
し
て
、
１
次

下
請
け
、
２
次
下
請
け
、

…
、
８
次
下
請
け
と
、
裾

野
の
広
い
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
原

発
の
プ
ラ
ン
ト
全
貌
を
理

解
し
て
い
る
者
は
皆
無
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
危
険
な

事
故
現
場
で
実
作
業
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
末
端
の

原子力発電所 半導体工場

相連点

設備や技術 40年以上継続使用 3年ごとに一新

競争環境 価格競争なし 厳しい価格競争

国との関係 国策として推進 コンソーシアム

共通点

システム 巨大で複雑なプラント 500以上の製造工程

産業構造
下請 け、孫請 け、…、8次 下

諸 けに支えられている
装置メーカーや材料メーカー

に支えられている

表■ 原子力発電所と半導体工場の比較


